
　小菅山は修験道と関わりが深く、この修験道を学び、小菅山の
魅力に迫るシンポジウム「山の心、人の心、修験道と飯山」が
10 月 25 日、小菅区講堂で開催され、65 人の市民の皆さんが参
加しました。
　シンポジウムではパネルディスカッション「小菅山の魅力と修
験道」と題し、コーディネーターには笹本正治氏（長野県立歴史
館館長）、パネラーとして星野文紘氏（羽黒山修験最高位山伏）、
東龍治氏（山岳修験学会会員・飯山市出身）、足立市長がそれぞ
れ小菅山の魅力について語り合いました。
　「山伏とは、仏や神様と人、自然と人、それぞれを繋ぐ人」と
語る星野氏や、「修験道とは、いろいろな信仰が混じり合い、独
自の山岳信仰として発展したもの」と話す東氏の言葉に、多くの
参加者が聴き入りました。
　シンポジウムの最後に
は、コーディネーター笹本
氏が「もう一度自然と私た
ちとの繋がりを考えてみま
しょう」と締めくくり、幕
を閉じました。
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ま
し
た
。

　

市
内
９
地
区
を
巡
る
コ
ー
ス
沿

道
に
は
、
多
く
の
皆
さ
ん
が
訪
れ
、

走
っ
て
い
く
選
手
た
ち
に
大
き
な

声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。
選
手

も
そ
の
声
援
に
応
え
る
よ
う
に
、

練
習
で
培
っ
た
全
て
の
力
で
一
歩
一

歩
を
踏
み
出
し
て
い
ま
し
た
。

　
レ
ー
ス
は
飯
山
チ
ー
ム
が
２
位

に
３
分
差
を
つ
け
る
快
走
で
、
３

年
連
続
27
度
目
の
優
勝
を
果
た

し
ま
し
た
。

　

長
期
間
に
わ
た
る
練
習
や
大

会
運
営
、
交
通
整
理
な
ど
に
携

わ
っ
た
皆
さ
ん
、
た
い
へ
ん
お
疲

れ
さ
ま
で
し
た
。

区間 スタート 距離 区間賞

1 勤労者体育館 2.1km
丸山瑞樹（柳原A）
祖父江奏汰（太田A）

2 木島農免道路 3.1km 佐藤聖也（瑞穂A）
3 東小学校前 2.7km 中沢瑛人（木島A）
4 上野公民館 2.5km 祖父江凛（太田A）
5 大深交差点北 3.2km 小林皓生（瑞穂A）
6 上 境 駅 2.1km 千野泰河（飯山A）
7 中外集荷場 2.3km 千野竜河（飯山A）
8 温 井 入 口 2.4km 小林吹雪（飯山A）
9 三郷公会堂 2.4km 藤木勇紀（飯山B）
10 五荷駐車場 1.7km 佐藤彩波（飯山A）
11 柳沢公会堂 2.5km 村越仁哉（瑞穂A）
12 外様活性化センター 3.0km 佐藤聖也（瑞穂A）
13 いずみだい保育園 2.7km 堀田　学（木島A）
14 正受庵上駐車場 2.1km 松澤柊斗（柳原A）
15 飯 山 高 校 2.2km 和田知央（飯山A）
16 新町区民センター 1.5km 進藤聖真（飯山B）
ゴール 飯山小グラウンド

区間賞

　

10
月
９
日
、
飯
山
市
駅
伝
大

会
が
開
催
さ
れ
、
夏
か
ら
長
き
に

わ
た
る
練
習
を
行
っ
て
き
た
９
地

区
の
全
23
チ
ー
ム
（
内
オ
ー
プ
ン

6
チ
ー
ム
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

勤
労
者
体
育
館
か
ら
飯
山
小

学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
ま
で
の
38
・
５

㌔
、
16
区
間
を
選
手
た
ち
は
地
域

の
絆
で
あ
る
タ
ス
キ
を
つ
な
ぎ
ま

し
た
。

　
一
昨
年
か
ら
導
入
さ
れ
た
前
年

度
入
賞
で
き
な
か
っ
た
チ
ー
ム
に

限
り
同
一
選
手
が
2
区
間
を
走
る

こ
と
が
可
能
と
な
る「
2
回
走
行
」

ル
ー
ル
を
３
チ
ー
ム
が
活
用
。
タ

イ
ム
や
順
位
な
ど
に
影
響
を
与
え

順位 チーム名 タイム
1 飯山A 2:16:12
2 木島 A 2:19:25
3 瑞穂 A 2:21:27
4 太田 A 2:26:09
5 常盤 A 2:26:20
6 秋津 A 2:28:36
7 柳原 A 2:30:02
8 飯山 B 2:31:36
9 外様 A 2:34:46
10 岡山 A 2:35:22
11 木島 B 2:39:23
12 常盤 B 2:44:18
13 太田 B 2:45:32
14 常盤C 2:52:14
15 秋津 B 2:55:10
16 外様 B 3:02:45
17 岡山 B 3:03:48
オープンの部
1 瑞穂B 2:42:52
2 飯山 D 2:45:18
3 飯山 C 2:54:11
4 木島 C 2:54:54
5 柳原 B 2:57:11
6 外様 C 3:14:39

移
住
を
希
望
さ
れ
る
方
が
増
え
て
い
ま
す

　

地
方
へ
の
移
住
を
促
進
す
る
た

め
総
務
省
が
開
設
し
た
サ
イ
ト

「
全
国
移
住
ナ
ビ
」
で
、
飯
山
市
の

ペ
ー
ジ
の
閲
覧
回
数
と
お
気
に
入

り
と
し
て
登
録
さ
れ
た
数
が
、
約

１
７
０
０
の
市
区
町
村
中
、
第
１

位
（
10
月
20
日
調
べ
。
ロ
ー
カ
ル

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
部
門
）
と
な
り
ま

し
た
。

　

飯
山
市
は
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
後
、
１
１
９
２
位
（
７
月
15
日

調
べ
）か
ら
１
位（
10
月
20
日
調
べ
）

へ
と
大
幅
に
順
位
を
上
げ
ま
し
た
。

　

昨
年
度
飯
山
市
に
移
住
さ
れ
た

方
は
22
名
で
し
た
が
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
や
相
談
会
な
ど

様
々
な
取
り
組
み
の
結
果
、
今
年

度
は
す
で
に
60
名
を
超
え
る
方
が

移
住
を
希
望
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
全
国
、
世
界
に
向
か
っ

て
飯
山
市
の
魅
力
を
積
極
的
に
Ｐ

Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。

市では移住定住の推進に向け
　こんな取り組みをしています

長野県アンテナショップ「銀座NAGANO」で相談会
　銀座NAGANOでの移住相談会（北信州いい
やま田舎暮らし相談会 in 銀座NAGANO）を開
催中。月２回の開催で、１時間１組（事前予約制）
の個別相談会を開催しています。
　飯山市の紹介、住まいの紹介（賃貸・中古住宅・
古民家）のみならず、仕事の紹介・斡旋、子育
てに関する相談など多岐にわたって相談を承っ
ています。

菜の花から学ぼう！～いいやまのいい暮らし～
　菜の花（野沢菜）を通じて、飯山の暮らしを
学んでみようという体験ツアーです。
　９月、11月、２月と３回実施され、最寄駅
から飯山市までの新幹線乗車券・特急券（往復）
をプレゼントするというお得なツアーです。
　９月の第１回では、神奈川県、大阪府、滋賀
県といった府県からの参加者もあり大変好評と
なっています。

▲ 10 月 27現在の状況でも全国 1位

市区町村ローカルホームページ
2016年7月28日～10月27日

得点
1 長野県　飯山市 47,065
2 兵庫県　小野市 32,271
3 東京都　八丈町 10,459
4 大分県　豊後高田市 10,210
5 宮城県　蔵王町 8,362

第
43
回
飯
山
市
駅
伝
大
会

小菅山の魅力に迫るシンポジウム開催

「
全
国
移
住
ナ
ビ
」
閲
覧
回
数
な
ど
で
飯
山
市
が
全
国
１
位
に

　

今
年
度
の
ふ
る
さ
と
納
税

の
状
況
は
、
前
年
同
期
（
10

月
31
日
現
在
）
の
寄
附
状
況

で
38
・
２
㌫
と
い
う
状
況
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
寄

附
者
に
対
し
お
贈
り
す
る
返

礼
品
で
あ
る
パ
ソ
コ
ン
機
器
類

に
一
定
の
歯
止
め
が
か
け
ら
れ

た
こ
と
に
よ
る
影
響
と
考
え
て

い
ま
す
。
11
月
か
ら
は
、『
幻

の
米
』
と
オ
リ
ジ
ナ
ル
そ
ば
を

セ
ッ
ト
に
し
た
新
た
な
返
礼
品

な
ど
を
加
え
、
年
末
に
向
け

当
市
へ
の
注
目
を
集
め
る
べ
く

Ｐ
Ｒ
発
信
等
の
努
力
を
重
ね
て

お
り
ま
す
。

■
活
用
事
業
を
追
加

　

寄
附
者
が
選
択
で
き
る
活

用
事
業
を
こ
れ
ま
で
の
「
地
方

創
生
・
ま
ち
づ
く
り
」「
自
然
・

景
観・観
光
」「
文
化・歴
史
」「
教

育
・
福
祉
・
子
育
て
」
の
４
分

野
に
加
え
、
地
域
の
中
核
を

な
す
医
療
機
関
（
飯
山
赤
十

字
病
院
）
の
救
急
医
療
体
制

充
実
等
に
向
け
た
支
援
の
強

化
を
行
う
た
め
「
地
域
中
核

医
療
機
関
の
充
実
」
の
活
用

事
業
項
目
を
追
加
し
ま
し
た
。

■
生
産
者
に
還
元

　

寄
附
者
の
方
々
へ
お
贈
り
し

て
い
る
〝
お
礼
の
品
〞
の
中
で
、

最
も
人
気
が
あ
る
お
礼
の
品

は
、
市
内
で
生
産
さ
れ
Ｊ
Ａ
が

販
売
す
る
コ
シ
ヒ
カ
リ
『
幻
の

米
』
で
、
数
あ
る
お
礼
の
品
の
お

米
の
中
で
も
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

の
人
気
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
ど
、
平
成
26
年
度
の
ふ

る
さ
と
納
税
返
礼
品
と
し
て
ご
希

望
い
た
だ
い
た
皆
様
に
幻
の
米
を

お
送
り
し
た
結
果
、
Ｊ
Ａ
を
通
じ

市
内
生
産
者
に
「
ふ
る
さ
と
納
税

加
算
金
」
と
し
て
還
元
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。（
平
成
26
年
産

は
約
２
千
６
百
万
円
）

　

ふ
る
さ
と
納
税
は
、
首
都
圏

を
は
じ
め
全
国
の
皆
様
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
温
か
い
寄
附
金
で
あ
り
ま

す
。
今
年
３
月
に
は
、
こ
の
寄
附

金
か
ら
１
億
円
を
原
資
と
し
て

「
子
ど
も
未
来
基
金
」
を
創
設
し
、

少
子
化
・
子
育
て
支
援
対
策
等
の

事
業
実
施
に
活
か
す
と
と
も
に
、

返
礼
品
需
要
の
拡
大
に
よ
り
地
域

の
雇
用
や
販
路
の
拡
大
な
ど
経
済

効
果
の
一
翼
も
担
っ
て
お
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
市
外
・
県
外
に
お
ら
れ
る
ご

家
族
や
ご
親
戚
、ご
友
人
等
に「
悠

久
の
ふ
る
さ
と
飯
山
応
援
金
」（
ふ

る
さ
と
納
税
）
を
ご
案
内
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

ふるさと納税の現況 新たな返礼品や活用事業の追加を行っています

人気の返礼品『幻の米』

入賞者を表彰飯山市米食味コンクール開催
　第 18 回米食味分析鑑定コンクール飯山市予選会に
併せ飯山市米食味コンクールが開催されました。
　食味 85 以上の上位のものを味度測定し、食味と味
度の合計ポイントで「おいしい米グランプリ」を選考、
11 月 3 日のＪＡながのみゆき地区農業祭にて、表彰
式が行われました。

賞 地区 集落 氏名 品種

グランプリ 柳原 中条 農事組合法人
やなぎはら コシヒカリ

準グランプリ 岡山 上境 沼田 浩徳 コシヒカリ
優秀賞 外様 中条 服部 秀人 コシヒカリ
優秀賞 常盤 大倉崎 今清水 達洋 コシヒカリ
優秀賞 外様 中曽根 株式会社とざま コシヒカリ
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スキー場等へのアクセスを充実
ウィンターシーズンへ向けて

　

北
陸
新
幹
線
開
業
後
、

飯
山
市
を
訪
れ
る
方
々

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

日
本
を
訪
れ
る
外
国
人

旅
行
者
は
、
平
成
26
年

と
比
べ
昨
年
度
は
倍
以

上
に
な
り
ま
し
た
。

　

本
格
的
な
ウ
イ
ン

タ
ー
シ
ー
ズ
ン
が
や
っ
て

く
る
中
、
今
シ
ー
ズ
ン

も
飯
山
駅
を
起
点
と
し
、

信
越
自
然
郷
の
ス
キ
ー

場
等
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
充

実
し
ま
す
。

　

飯
山
駅
か
ら
の
斑
尾

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
増

便
す
る
な
ど
、
今
シ
ー

ズ
ン
も
、
観
光
の
お
客
さ

ま
は
も
と
よ
り
、
市
民
の
皆
さ

ま
に
と
っ
て
も
ウ
ィ
ン
タ
ー
ス

ポ
ー
ツ
を
身
近
に
感
じ
る
こ
と

の
で
き
る
環
境
を
整
え
ま
す
。

　

信
濃
町
に
生
ま
れ
た
江
戸
時

代
の
俳
人
小
林
一
茶
の
半
生
を
描

く
映
画
『
一
茶
』
の
飯
山
ロ
ケ
が
、

９
月
23
日
か
ら
10
月
23
日
ま
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
主
演
の
一
茶
役

は
、
リ
リ
ー
・
フ
ラ
ン
キ
ー
さ
ん
。

ほ
か
に
中
村
玉
緒
さ
ん
、
伊
藤
敦

史
さ
ん
、
佐
々
木
希
さ
ん
な
ど
有

名
な
俳
優
陣
が
飯
山
を
訪
れ
ま
し

た
。

　

主
な
撮
影
は
、
一
茶
の
家
な
ど

の
精
巧
な
セ
ッ
ト
が
組
ま
れ
た
旧

城
南
中
体
育
館
で
行
わ
れ
、
福
島

の
棚
田
、
分
道
の
道
路
で
も
ロ
ケ

が
行
わ
れ
ま

し
た
。
撮
影

が
佳
境
に
差

し
掛
か
っ
た

10
月
15
日

に
は
足
立
市

長
と
月
岡
副

市
長
が
撮
影

現
場
を
訪
問

し
、
吉
村
芳

之
監
督
、
リ

リ
ー
・
フ
ラ

Ⓒ 2017「一茶」製作委員会

ン
キ
ー
さ
ん
ら
を
激
励
。
足
立
市

長
が
お
菓
子
を
差
し
入
れ
る
と
、

飯
山
の
お
菓
子
は
お
い
し
い
と
い

う
評
判
を
聞
い
て
い
た
ス
タ
ッ
フ

陣
か
ら
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　

映
画
に
は
「
あ
ん
ち
ゃ
」「
何

せ
う
や
ら
」
な
ど
、
地
域
の
方
言

が
ふ
ん
だ
ん
に
盛
り
込
ま
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
近
所
の
住
民
役
、

通
行
人
役
、
農
民
役
な
ど
で
延
べ

１
０
０
名
以
上
の
市
民
エ
キ
ス
ト

ラ
も
出
演
。
来
年
６
月
（
予
定
）

の
公
開
が
と
て
も
楽
し
み
で
す
。

企
画
財
政
課 

企
画
調
整
係 
☎
62
３
１
１
１ 

内
線
３
９
２

宝
く
じ
の
助
成
金
に
よ
り
整
備
し
ま
し
た

　

公
益
財
団
法
人
長
野
県
市
町
村
振

興
協
会
が
実
施
し
て
い
る
「
地
域
活

動
助
成
事
業
（
地
域
防
災
組
織
育
成

（
区
分
イ
）
事
業
）」
を
活
用
し
、
飯

山
市
消
防
団
が
防
寒
着
95
着
を
整
備

し
ま
し
た
。
防
寒
着
は
、
飯
山
市
消

防
団
に
お
い
て
活
用
さ
れ
、
市
内
の
防

災
活
動
な
ど
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
宝
く
じ
の
社
会
貢

献
広
報
事
業
の
一
環
と
し
て
、
地
域
社

会
の
健
全
な
発
展
と
住
民
福
祉
の
向

上
を
目
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し
て
、
宝
く
じ
の
受
託
事
業
収
入

を
財
源
に
実
施
し
て
い
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
」
を
活
用
し
、
小

泉
区
（
常
盤
地
区
）
が
、
小
泉
集
落
セ
ン
タ
ー
の
大
規
模
改
修
工
事
を
行

い
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
の
一
環
と
し
て
、
地
域

社
会
の
健
全
な
発
展
と
住
民
福
祉
の
向
上
を
目
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

防
災
用
具
を
整
備

集
落
セ
ン
タ
ー
の
大
規
模
改
修
工
事
を
実
施

小泉区は集落センターの基礎補強や壁の補強に
よる耐震化等の改修工事を行いました。

映
画
『
一
茶
』　

市
内
で
撮
影

撮影現場を訪問し激励する足立市長・月岡副市長多くの方が飯山市を訪れています（昨冬の様子）

農
産
物
の
収
穫
・
出
荷
が
進
ん
で
い
ま
す

㈱
フ
ジ
す
ま
い
る
フ
ァ
ー
ム
飯
山　
開
所
か
ら
約
２
ヵ
月

　
９
月
１
日
、
旧
岡
山
小
学
校
を

改
修
し
て
開
所
し
た
㈱
フ
ジ
す
ま

い
る
フ
ァ
ー
ム
飯
山
。
中
野
以
北

初
の
障
害
者
就
労
継
続
支
援
Ａ

型
事
業
所
と
し
て
誕
生
し
た
同
社

で
は
、
農
産
物
の
収
穫
・
出
荷
が

進
ん
で
い
ま
す
。

　

収
穫
・
出
荷
は
人
参
、
キ
ャ
ベ

ツ
、
大
根
、「
信
州
の
伝
統
野
菜
」

に
も
認
定
さ
れ
て
い
る
「
坂
井

芋
」。
特
に
キ
ャ
ベ
ツ
と
大
根
の
収

穫
量
は
多
く
、
大
根
は
開
所
か
ら

延
べ
１
万
５
０
０
０
本
余
り
を
出

荷
し
ま
し
た
。出
荷
し
た
野
菜
は
、

そ
の
ま
ま
愛
媛
県
の
ス
ー
パ
ー
へ

送
ら
れ
、
店
頭
で
販
売
さ
れ
て
お

り
、
購
入
者
か
ら
も
好
評
で
す
。

　
ま
た
、
坂
井
芋
は
、
収
穫
す
る

と
農
協
へ
も
出
荷
す
る
そ
う
で
、

生
産
者
の
減
少
に
よ
り
出
荷
が
少

な
く
な
っ
て
い
る
坂
井
芋
生
産
の

一
翼
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
同
社
の
職
業
指
導
員
、
永
松
健

次
朗
さ
ん
は
、「
給
食
室
を
改
修

す
る
な
ど
、
加
工
出
荷
が
で
き
る

準
備
が
も
う
す
ぐ
整
う
。
出
荷
に

至
ら
な
い
農
産
物
は
惣
菜（
コ
ロ
ッ

ケ
等
）
に
使
う
予
定
で
、冬
場
は
、

加
工
を
メ
イ
ン
と
し
て
、
施
設
外

就
労
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
進
め
て

■意見募集期間　11月 15日㊋～ 11月 29日㊋（締切・必着）
■事後評価（原案）の内容の公表方法
　市ホームページ及び市役所２階まちづくり課窓口で公表
■募集方法　電子メール、郵送、ファックス（様式不問）

まちづくり課 駅周辺整備係 ☎ 62-3111 内線 241・242
　市では、政策目標を実現するため、新幹線飯山駅を中心と
した整備計画を作成し、事業を実施しました。このたび、事
業成果を検証し、これからのまちづくりの参考とするため事
後評価（原案）を作成しました。

○区　　域　7.7ha　（新幹線飯山駅を中心とした区域）
○事業内容　駅前広場・街区公園整備　斑尾線道路築造工事　
　　　　　　綱切線、駅前線歩道整備・照明設置工事　ほか
○対象事業費　約　10.9 億円

まちづくりにご意見をお寄せください
社会資本整備総合交付金事業（新幹線飯山駅を中心
としたまちづくり）の事後評価（原案）意見募集

■社会資本総合整備計画
　　　　　　（新幹線飯山駅を中心としたまちづくり）

事後評価及び今後のまちづくりの参考とさせていただくため、
ご意見をお寄せください

10月7日の退任式では、退任された清水岩夫さん（前
列中央）に足立市長から感謝状が手渡されました

教
育
委
員
会
が
新
た
な
体
制
に

　

平
成
24
年
10
月
９
日
か
ら
４

年
間
、
飯
山
市
教
育
委
員
を
務

め
ら
れ
た
清
水
岩
夫
さ
ん
（
常
盤

地
区
）
が
任
期
満
了
の
た
め
退
任

さ
れ
ま
し
た
。
在
任
中
、
清
水
さ

ん
は
教
育
委
員
長
、
教
育
長
職

務
代
理
を
歴
任
さ
れ
、
飯
山
市
の

教
育
発
展
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま

し
た
。
後
任
に
は
小
林
輝
紀
さ
ん

（
瑞
穂
地
区
在
住
）
が
選
任
さ
れ
、

新任教育委員
小林輝紀さん
（瑞穂地区）

飯
山
市
教
育
委
員
会
が
新
た
な

体
制
と
な
り
ま
し
た
。

い
き
た
い
。
ま
た
、
こ
の〝

Ａ
型

事
業
所
〞
と
は
、
就
労
者
と
最
低

賃
金
を
保
障
し
た
雇
用
契
約
を

結
ん
で
い
る
。
い
ず
れ
就
労
者
が

〝
本
気
の
農
業
〞
を
行
い
、
一
般
就

労
に
向
け
た
能
力
開
発
を
行
っ
た

り
、
経
済
的
に
自
立
し
た
り
で
き

る
よ
う
な
手
助
け
を
し
た
い
」
と

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

農
福
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し

て
市
が
地
域
の
協
力
を
得
な
が
ら

誘
致
を
進
め
、
誕
生
し
た
㈱
フ
ジ

す
ま
い
る
フ
ァ
ー
ム
飯
山
。
同
社

の
更
な
る
発
展
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

正受庵が注目されています
　10月 31 日、正受庵では改修した施設の竣工を記念した落
慶法要と前住職寛道和尚（妙心前道羅山道和尚禅師）の墓碑
の建立と小祥忌（一周忌）が執り行われ、市内外から多くの
参列者が訪れました。
　白隠禅師 250 年遠諱記念事業として、妙心寺本山により行
われたこの改修は、庫裡の東司（便所）、（台所）、浴堂を一新し、
シャワールームや脱衣所も整備されました。
　この他にも、東京禅センターによる「白隠禅師悟りの地　
正受庵座禅会」や京都花園大学歴史博物館では『正受老人と
信濃の白隠』と題して、正受老人の墨蹟等を紹介する展覧会
が開催されているなど、今、正受庵が注目されています。

公衆トイレを整備
　市ではこの度、寺めぐり
などで訪れる方や付近住民
の方々が利用できるよう、
上倉諏訪社・正受庵の付近
に公衆トイレを新たに整備
しました。

整備された公衆トイレ



◎冬期通行不能区間閉鎖予定（国・県道等）
路線名 閉鎖区間 距離

（km） 閉鎖期間 備　考

一般国道
403号

照岡字藤沢地先～
照岡字原地先（旧照岡牧場） 6.5 11/21 ㊊ 14:00 ～

 　　 5/12 ㊎ 16:00
大型車は
通年通行止

照岡字原地先（旧照岡牧場）～
照岡字照岡山地先（新潟県境・伏野峠） 4.8 11/14 ㊊ 14:00 ～

 　　 6/9 ㊎ 16:00
大型車は
通年通行止

主要地方道
95号

上越飯山線

一山字岩下地先（温井）～
一山字田茂木平地先（田茂木池） 2.0 11/14 ㊊ 14:00 ～

  　　4/28 ㊎ 16:00

一山字田茂木平地先（田茂木池）～
一山字田茂木平地先（チェーン着脱場） 2.7 11/14 ㊊ 14:00 ～

  　　4/28 ㊎ 16:00

一山字田茂木平地先（チェーン着脱場）～
一山字大神楽地先（新潟県境・関田峠） 3.0 11/14 ㊊ 14:00 ～

  　　5/26 ㊎ 16:00

一般県道
411号
飯山新井線

寿字堰下地先（顔戸）～
寿字大倉地先（桂池） 5.9 11/14 ㊊ 11:00 ～

  　　4/28 ㊎ 16:00

寿字大倉地先（桂池）～
寿字大倉地先（新潟県境） 1.0 11/14 ㊊ 11:00 ～

 　　 5/12 ㊎ 16:00

※規制開始前でも積雪の状況により通行不能となる場合があります。
　また、解除予定期日は、積雪状況により変更します。詳しくは、長野県北信建設事務所
　飯山事務所（☎ 62-4111）までお問い合わせください。

●
道
路
へ
は
雪
を
出
さ
な
い
で

や
む
な
く
出
し
た
ら
片
付
け
を

　

や
む
を
得
ず
雪
を
出
す
と
き

は
、
路
肩
に
雪
を
積
み
上
げ
る
な

ど
工
夫
す
る
と
と
も
に
、
速
や
か

に
排
雪
し
て
、
通
行
の
障
害
に
な

ら
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

特
に
ハ
ン
ド
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪

機
で
積
ま
れ
た
路
面
の
雪
は
締

ま
っ
て
い
る
た
め
、
一
般
通
行
の

支
障
と
な
る
と
共
に
除
雪
作
業
の

妨
げ
に
も
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
道
路
に
面
し
た
屋
根
に

は
、
雪
止
め
設
置
な
ど
対
策
を
し

て
い
た
だ
き
、
積
雪
が
多
い
場
合

は
片
付
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
流
雪
溝
、
側
溝
の
フ
タ
を

開
け
た
ま
ま
放
置
し
な
い
で

　

流
雪
溝
や
側
溝
の
フ
タ
を
開

け
て
雪
を
入
れ
た
後
、
開
け
た
ま

ま
に
し
て
い
る
方
が
見
受
け
ら
れ

ま
す
。子
ど
も
が
転
落
す
る
な
ど
、

大
き
な
事
故
に
つ
な
が
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
の
で
、
使
っ
た
後
は

必
ず
閉
め
て
く
だ
さ
い
。

●
作
業
中
の
除
雪
車
に
近
寄

ら
な
い
で

　

冬
は
、
雪
に
よ
る
死
角
が
で
き

　市では消雪施設の電力料金削減のた
め、消雪パイプの井戸電源は融雪用電力
契約を行っています。
　融雪用電力契約とは、１日のうち２時
間の電力遮断を行うことにより年間を通
して電力料金の削減が図れる有利な契約
方法です。ご理解をお願いします。

電力停止による消雪パイプ散水休止時間
　おおむね　11時 ～ 12時（1時間）
　　　　　　13 時 ～14 時（1時間）

消雪パイプの稼動休止に
ご理解ご協力をお願いします

雪
し
た
雪
を
も
っ
て
い
く
場
所
が

な
け
れ
ば
除
雪
は
で
き
ま
せ
ん
。

提
供
い
た
だ
い
た
場
所
は
、
雪
解

け
の
時
期
に
雪
ほ
か
し
作
業
を
行

う
な
ど
、
消
雪
が
進
む
よ
う
に
し

ま
す
の
で
、
突
き
出
し
場
所
の
確

保
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
雪
の
突
き
出
し
場
所
に
、

ご
み
の
投
げ
捨
て
は
絶
対
に
し
な

い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●
除
雪
の
要
請
は
各
区
長
さ

ん
を
通
じ
て

　

限
ら
れ
た
時
間
に
限
ら
れ
た
数

の
除
雪
機
械
で
効
率
よ
く
除
雪
す

る
た
め
に
、
区
内
の
要
望
な
ど
は

思
い
や
り
の
心
で
快
適
な
冬
を

今
冬
の
除
雪
体
制

快
適
な
道
路
環
境

　

   

維
持
の
た
め
の
除
雪
体
制

　

市
で
は
、
本
格
的
な
降
雪
シ
ー
ズ
ン
に

備
え
、
12
月
１
日
に
除
雪
対
策
本
部
を
設

置
し
て
体
制
を
整
え
、
除
雪
機
械
を
フ
ル

稼
働
さ
せ
て
生
活
道
路
の
確
保
に
あ
た
り

ま
す
。

　
降
雪
期
は
、
雪
の
片
付
け
な
ど
苦
労
す

る
面
が
多
く
あ
り
ま
す
が
、
お
互
い
思
い
や

り
の
心
で
快
適
な
冬
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
飯
山
市
除
雪
対
策
本
部
（
克
雪
セ
ン
タ
ー
内
）　
☎
62
３
１
１
１ 

内
線
６
１
０

区
長
さ
ん
が
ま
と
め
て
、
除
雪
対

策
本
部
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

加
え
て
、
除
雪
機
械
に
よ
る
破

損
や
支
障
等
が
確
認
さ
れ
た
と
き

は
、
な
る
べ
く
早
く
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。

●
道
路
上
に
車
を
放
置
し
な
い
で

　

路
上
に
駐
車
し
た
ま
ま
の
車
が

あ
る
と
、
除
雪
の
支
障
に
な
り
ま

す
の
で
路
上
駐
車
は
し
な
い
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ

の
ご
み
出
し
は
、
早
朝
除
雪
が
終

了
し
た
後
に
所
定
の
位
置
に
出
す

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

●
冬
期
間
の
除
雪
に
よ
る
交
通
確

保
と
市
民
生
活
安
定
の
た
め
に

　
各
地
区
で
開
催
し
て
い
る
克
雪

活
動
推
進
協
議
会
で
は
、
生
活
弱

者
世
帯
の
安
全
確
保
や
冬
の
暮
ら

し
を
明
る
く
す
る
た
め
、
市
民
と

行
政
の
協
力
体
制
、
除
雪
路
線
な

ど
の
確
認
と
要
望
を
お
聞
き
し
て

い
ま
す
。

　

市
内
の
道
路
除
雪
は
、
原
則

と
し
て
国
・
県
道
を
北
信
建
設
事

務
所
が
、
市
道
を
市
役
所
が
受
け

持
っ
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
冬
、
飯
山
市
で
は
合
計
90

台
の
除
雪
車
で
皆
さ
ん
の
冬
期
間

の
生
活
路
線
を
確
保
し
ま
す
。

　

除
雪
は
雪
と
い
う
自
然
相
手
の

仕
事
で
す
。
除
雪
作
業
は
通
勤
通

学
の
時
間
帯
を
考
慮
し
、
午
前
７

時
を
め
ど
に
終
了
す
る
よ
う
計
画

し
て
い
ま
す
。
な
お
、
朝
方
の
集

中
的
な
降
雪
、予
想
外
の
大
雪
や
、

重
い
雪
質
の
時
は
作
業
時
間
が
延

び
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
皆
さ

ん
の
ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

●
雪
の
突
き
出
し
場
所
の
提
供

に
ご
協
力
を

　

道
路
除
雪
を
行
う
う
え
で
、
除

9
8

7
6

5
4

3
2

1
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　　　除雪している道路の距離は？

　　　出動の目安は？

市で行う除雪の規模・目安について

飯山市

飯山市飯山市

今冬は市道 367㎞を除雪
　今年度、市では市道 367 キロについて除雪を行い
ます。使用する除雪車は合計で 90台です。
○タイヤドーザ 53台　ロータリー車 37台

積雪 10㎝以上で出動
　夜中に降雪状況を確認。道路上の積雪 10センチ以
上で出動し、通勤・通学の時間帯までに早朝除雪を行
います。
　また日中に連続した降雪がある場合には、帰宅時間
を考慮した日中除雪を行います。

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
道
路
で
は
、

安
全
を
十
分
に
確
認
し
て
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
作
業
中
の
除
雪
車

に
は
近
寄
ら
な
い
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。
特
に
、
お
子
さ
ん
は
大

き
な
除
雪
車
に
興
味
を
持
ち
、
近

寄
り
た
が
り
ま
す
の
で
、
近
づ
け

な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
ス
ク
ラ
ム
除
雪
に
つ
い
て

　

市
道
認
定
さ
れ
て
い
る
路
線
で

住
家
が
あ
り
な
が
ら
、
幅
員
が
狭

く
除
雪
車
が
入
ら
な
く
て
困
っ
て

い
る
場
所
で
は
、
個
人
の
除
雪
機

に
よ
る
除
雪
を
行
い
、
燃
料
費
程

度
を
支
援
す
る
制
度
が
あ
り
ま

す
。
該
当
す
る
路
線
が
あ
る
場
合

は
区
長
さ
ん
を
通
じ
て
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

思
い
や
り
の
心
で
…

　

お
互
い
が
思
い
や
り
の
心
で
、

雪
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
な
い
明
る

い
気
持
ち
で
春
を
迎
え
た
い
も
の

で
す
。

作業中の除雪車に近寄るのは
たいへん危険です

差押物件の公売を実施します

　税務課では、市税滞納に伴う差押物件のインターネット公売を実施します。期日など
詳細は次のとおりです。なお、公売代金は滞納市税に充当します。
■申込期間　11月８日㊋13:00～11月21日㊊23:00
■入札期間　11月29日㊋13:00～12月１日㊍23:00
■入札方法　ヤフー㈱が提供するインターネット上でのせり売り
■下 見 会　日時　11月18日㊎　13:00～16:00
　　　　　　　　　11月19日㊏　10:00～15:00
　　　　　　場所　飯山市役所４階
■注意事項　インターネット公売に参加するには、事前にネット上での参加申込が必要
　　　　　　です。詳細は飯山市ホームページ、ヤフー官公庁オークションサイトをご
　　　　　　覧いただくか、税務課収税係までお問い合わせください。

　税務課 収税係 ☎ 62-3111 内線 163

○今回の物件の一例

瑠璃釉浮彫植木鉢 KASHIWA木製アームチェア４客組
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　信濃中野税務署では、源泉徴収義務者の方を対象とした年末調整の注意点
や青色決算書の作成方法や作成にあたっての注意点などについて、下記のと
おり説明会を開催いたします。

対象者 開催日時 開催場所

農業所得が
ある方

12月 8日㊍
10時～ 12時頃 飯山市公民館

2階講堂営業・不動産
所得がある方

12月 8日㊍
14時～ 16時頃

※このほか、中野市民会館で 12月 6日㊋、7日㊌に行
　われる中野市民、山ノ内町民対象の説明会にもご出席
　いただけます。農業所得がある方は 10時、営業、不
　動産所得がある方は 14時からです。

平成28年分 青色申告決算等説明会
信濃中野税務署 個人課税部門　
☎ 0269-22-3151 （案内に従い②番をお選びください）

平成28年分 年末調整説明会
信濃中野税務署 法人課税部門　☎ 0269-22-3280

説明会を開催します

開催日 開催時間 開催場所

11月 24日㊍

一回目 10時～ 12時
飯山市公民館
2階講堂

二回目 13時 30分　　　
　～15時 30分

※資料は 11月初めごろ郵送されているほか、部数に不
　足が生じる場合には会場に用意がございます。
※このほか、中野市民会館で 11月 21 日㊊に行われる
　説明会にもご出席いただけます。開催時間は飯山と同
　じです。

　従業員の方（納税者）が直接市町村に個人住民税を
納付（普通徴収）するのではなく、事業所（者）が毎
月の給与から天引きして納付する制度です。

【面倒な手続きは必要ありません】
　個人住民税は、所得税の源泉徴収のような個別の税
額計算や年末調整の事務の必要はなく、飯山市が税額

事業所（者）の皆さんへ
市・県民税 特別徴収の徹底をお願いします

※個人住民税の特別徴収は法令で義務付けられており、事業所・従業員の希望で行うものではありません。
※従業員の雇用形態や人数によって、特別徴収の対象とならない場合があります。くわしくは県のホームページ、または市役所税務課までお問い
　合わせください。

　　税務課 市民税係　☎ 62-3111 内線 161・162

計算を行い、事業者へお知らせします。事業者は毎月
の給与から税額を天引きし、納めていただきます。

【納税者（従業員）にとっても利点があります】
○金融機関へ納税に出向く手間を省くことができます。
○普通徴収は、年間税額を 4回に分けて納めるのに対
　し、特別徴収は、毎月の給与からの天引きなので 12
　回に分け納税していただきます。これにより納税者
　の 1回あたりの納税額が少なくなります。

個人住民税の特別徴収とは

給
与
明
細

住
民
税
　
○
○
○
○
円

給与所得者
（納税義務者）

⑤給与からの税天引き

給与支払者
（特別徴収義務者）

○○商事 株式会社

社 長

飯　山　市

②税額の計算

税 務 課

④特別徴収税額の通知
①給与支払報告書提出

⑥税の納入

③特別徴収税額の通知

　長野県と県内全77市町村は、平成30年度から、原則として従業員を雇用する事業所（者）全てを特別徴収義務
者として指定し、給与から市・県民税（個人住民税）の特別徴収を徹底いたします。
　現在、特別徴収を行っていない事業所（者）の皆さまは、特別徴収の実施準備及び早期導入をお願いします。

1 月末まで

5月中旬

6月分給与から

毎月
毎月

市
職
員
の
給
与
水
準
に
つ
い
て
お
答
え
し
ま
す

Q
市
職
員
の
給
与
が
高
す
ぎ
る
と

か
、
平
均
給
与
が
長
野
市
よ
り
も

高
い
と
書
か
れ
た
新
聞
折
込
み
チ

ラ
シ
を
見
ま
し
た
。
チ
ラ
シ
ど
お

り
本
当
に
高
い
の
で
し
ょ
う
か
？

ま
た
、
職
員
給
与
は
ど
の
よ
う
に

決
め
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
（
市
内
70
代
女
性
）

A
お
手
紙
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
ご
質
問
に
お
答
え
し
ま
す
。

　
自
治
体
間
の
給
与
水
準
の
比
較

に
は
、
平
均
給
与
で
は
な
く
、
同

一の
基
準
で
比
較
す
る
た
め
の
ラ
ス

パ
イ
レ
ス
指
数
が
用
い
ら
れ
て
お

り
、
飯
山
市
の
指
数
は
全
国
市
区

町
村
平
均
よ
り
も
高
く
あ
り
ま
せ

ん
。

　
平
均
給
与
は
、
単
純
に
給
与
支

給
総
額
を
職
員
数
で
割
り
返
し
た

も
の
で
あ
り
、
各
自
治
体
の
職
員

の
年
齢
構
成
な
ど
は
配
慮
さ
れ
て

い
な
い
も
の
で
す
の
で
、
給
与
水

準
を
正
し
く
比
較
す
る
に
は
適
し

て
い
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
参
考
ま
で
に
最
新
（
平

成
26
年
度
）
の
年
間
平
均
給
与
を

長
野
市
と
比
較
し
た
場
合
で
も
、

39
万
円
ほ
ど
低
い
結
果
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
次
に
職
員
給
与
の
決
定
方
法
に

つ
い
て
で
す
が
、
国
の
人
事
院
の

勧
告
に
沿
っ
て
お
り
ま
す
。

　
以
下
で
く
わ
し
く
説
明
し
ま
す
。

◇
飯
山
市
の
給
与
水
準
は
高

　
く
あ
り
ま
せ
ん

　

自
治
体
間
の
給
与
水
準
を
正

確
に
比
較
す
る
た
め
に
ラ
ス
パ

イ
レ
ス
指
数
が
用
い
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
各
自
治
体
職
員
の

学
歴
や
経
験
年
数
に
よ
る
差
異

を
補
正
し
、
手
当
を
除
い
て
比
較

す
る
も
の
で
、
国
家
公
務
員
の
給

料
を
１
０
０
と
し
て
表
す
も
の
で

す
。
こ
の
指
数
で
は
、
年
齢
構
成

に
よ
る
影
響
は
な
く
、
各
自
治
体

同
一
の
基
準
で
職
員
が
受
け

と
る
給
与
水
準
が
表
わ
さ
れ

ま
す
。
平
成
27
年
度
の
飯
山

市
の
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
は

96
・
７
で
、
グ
ラ
フ
１
の
と

お
り
全
国
市
区
町
村
平
均
、

県
内
19
市
平
均
よ
り
も
低
い

状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
均
給
与
と
は
、
自
治
体

ご
と
の
職
員
の
学
歴
や
年
齢
構

成
、
手
当
の
支
給
状
況
な
ど

を
一
切
考
慮
せ
ず
、
単
純
に
給

与
支
給
総
額
を
職
員
数
で
割

り
返
し
た
平
均
の
数
字
で
す
。

例
え
ば
給
与
の
低
い
若
手
職

員
が
多
く
い
る
自
治
体
は
平

均
給
与
が
低
く
な
り
、
年
齢

層
が
高
い
職
員
の
多
い
自
治

体
は
平
均
給
与
も
高
く
な
る

傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

飯
山
市
で
は
平
成
８
年
に

策
定
し
た
行
財
政
改
革
大

綱
、
そ
の
後
の
定
員
適
正
化

計
画
や
飯
山
市
自
立
の
た
め

の
計
画
に
よ
り
職
員
数
を
減

ら
し
て
き
ま
し
た
（
グ
ラ
フ

２
参
照
）。
こ
の
結
果
、
平
成

元
年
と
比
較
し
て
１
０
０
人

の
職
員
数
減
と
な
り
ま
し
た

が
、
そ
の
際
に
新
規
採
用
職

員
を
抑
制
し
て
き
た
た
め
、
年

齢
構
成
上
、
40
代
以
上
の
職

員
の
割
合
が
多
く
、
若
手
職

員
の
割
合
が
少
な
い
構
成
と

な
っ
て
い
ま
す
（
グ
ラ
フ
３
参

照
）。
給
与
額
は
経
験
年
数
に

応
じ
て
増
加
し
ま
す
の
で
、
こ

う
し
た
年
齢
構
成
で
は
、
平

均
給
与
が
高
く
な
る
傾
向
と

な
り
ま
す
。

　

市
職
員
の
給
与
は
、
国
の

人
事
院
勧
告
に
沿
っ
て
お
り

ま
す
。
人
事
院
は
、
毎
年
度
、

国
家
公
務
員
給
与
と
民
間
企

業
の
給
与
を
調
査
・
比
較
し
、

国
家
公
務
員
の
給
与
の
増
減

を
勧
告
し
て
い
ま
す
。
地
方
公

務
員
の
給
与
は
、
国
家
公
務

員
の
給
与
を
考
慮
し
て
決
め

る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
飯
山

市
を
含
む
多
く
の
自
治
体
で

は
人
事
院
勧
告
に
沿
っ
て
お
り

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
飯
山
市
職
員

一
同
、
市
民
生
活
向
上
の
た
め

日
々
公
務
に
取
り
組
み
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

◇
平
均
給
与
は
年
齢
構

　
成
に
大
き
く
影
響

241 人

職員数の推移（平成 28年 4月 1日現在）

H元 H5 H10 H26 H27 H28H20H15 H25

360人

320

300
280
260
240
220
200

340
341 人

100人減

グラフ 2

20歳未満 20～ 23 24～ 27 28～ 31 32～ 35 36～ 39 40～ 43 44～ 47 48～ 51 52～ 55 56～ 59歳

年齢別職員構成の状況（平成 28年 4月 1日現在）

　0

40人
35

30

25
20

15

10
　5

グラフ 3

平成 27年 給与水準を比較するための指数（ラスパイレス指数）の状況
99.0

96.5

97.0

97.5

98.0

98.5

95.5

96.0

飯山市 長野県 19市平均全国市平均全国市区町村平均

グラフ 198.7

98.1

96.7

98.0
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市
民
環
境
課 

生
活
環
境
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
１
９
１・１
９
２

資
源
物
日
曜
回
収
を
実
施
し
ま
す

　

今
年
度
２
回
目
の
資
源
物
日

曜
回
収
を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
れ
を
機
会
に
積
極
的
に
分
別

を
行
い
、
資
源
物
の
有
効
利
用
と

ご
み
減
量
の
推
進
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
回
収
日　
12
月
11
日
㈰

■
時
間　
午
前
8
時
30
分
〜

　
　
　
　
　
　
　
11
時
30
分

■
場
所　

市
役
所
正
面
駐
車
場

（
小
型
家
電
は
市
役
所
第
3
駐
車
場
）

■
回
収
す
る
も
の　

○
古
紙
（
新
聞・雑
誌・ダ
ン
ボ
ー

ル
・
紙
パ
ッ
ク
・
そ
の
他
古
紙
）

○
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

○
ガ
ラ
ス
び
ん
（
無
色
・
茶
色
・

そ
の
他
）

○
古
着
（
中
綿
や
羽
毛
等
が
入
っ
た

物
や
ナ
イ
ロ
ン
製
品
は
対
象
外
）

○
廃
食
用
油

○
使
用
済
み
小
型
家
電（
テ
レ
ビ・

冷
蔵
庫
・
エ
ア
コ
ン
・
洗
濯
機
は

対
象
外
）

【
そ
の
他
】

　

分
別
は
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
出
す

方
法
と
同
じ
で
す
。
詳
細
は
本
号

と
一
緒
に
配
布
し
た
チ
ラ
シ
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
市
民
環
境
課
生

活
環
境
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

こ
の
制
度
の
利
用
証
申
請
受

付
窓
口
が
県
庁
や
北
信
保
健
福

祉
事
務
所
の
ほ
か
、
市
役
所
の
窓

口（
保
健
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係
）

で
も
受
付
が
で
き
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
窓
口
で
申
請
を
行
う
場

合
は
、
利
用
証
を
即
時
交
付
し
ま

す
。（
た
だ
し
申
請
内
容
の
確
認

に
時
間
を
要
す
る
場
合
は
、
後
日

交
付
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
）

　

申
請
時
に
は
障
害
者
手
帳
等

の
障
が
い
等
の
状
況
が
わ
か
る
書

類
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

く
わ
し
く
は
市
役
所
保
健
福

祉
課
障
が
い
福
祉
係
に
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

信
州
パ
ー
キ
ン
グ
・
パ
ー
ミ
ッ
ト

制
度
と
は
…

　

公
共
施
設
や
店
舗
な
ど
様
々

な
施
設
に
設
置
さ
れ
て
い
る
障
が

い
者
等
駐
車
区
画
を
適
正
に
利
用

い
た
だ
く
た
め
、
障
が
い
が
あ
る

方
や
高
齢
の
方
、妊
産
婦
、病
気・

ケ
ガ
人
な
ど
歩
行
が
困
難
な
方

に
、
県
内
共
通
の
「
利
用
証
」
を

県
が
交
付
す
る
制
度
で
す
。

保
健
福
祉
課 

障
が
い
福
祉
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
１
８
９

利
用
証
の
申
請
受
付
窓
口
を
拡
大信州パーキング・パーミッド制度利用証

信
州
パ
ー
キ
ン
グ
・
パ
ー
ミ
ッ
ト
（
障
が
い
者
等
用
駐
車
場
利
用
者
証
）

お知
　らせ

市
民
環
境
課 

生
活
環
境
係 
☎
62
３
１
１
１ 

内
線
１
９
１・１
９
２

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　

冬
に
な
り
、
暖
房
器
具
を
使
用

す
る
機
会
が
多
く
な
る
季
節
と
な

り
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
毎
年
灯

油
等
の
油
漏
れ
事
故
が
多
く
発
生

し
て
い
ま
す
。そ
の
原
因
の
多
く
が
、

ホ
ー
ム
タ
ン
ク
か
ら
ポ
リ
タ
ン
ク
に

小
分
け
に
す
る
際
に
そ
の
場
所
を

離
れ
て
し
ま
っ
た
り
、
バ
ル
ブ
の
閉

め
忘
れ
な
ど
の
、「
う
っ
か
り
ミ
ス
」

に
よ
る
も
の
で
す
。
油
の
流
出
に
よ

り
、
水
質
汚
濁
や
農
業
被
害
、
人

の
健
康
に
も
悪
影
響
を
与
え
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、油
の
流
出
が
あ
っ
た
場
合
、

そ
れ
を
水
路
や
土
壌
か
ら
取
り
除

く
た
め
に
は
か
な
り
の
時
間
と
労

力
を
必
要
と
し
ま
す
。
そ
の
際
に

使
用
す
る
油
吸
着
マ
ッ
ト
や
オ
イ
ル

フ
ェ
ン
ス
と
い
っ
た
資
材
の
費
用
は
、

事
故
を
起
こ
し
た
原
因
者
が
負
担

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
安
全

で
快
適
な
生
活
環
境
を
保
つ
た
め
、

主
に
次
の
点
に
注
意
し
な
が
ら
取

り
扱
い
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
給
油
中
は
絶
対
に
そ
の
場
を
離

れ
ず
、
目
を
離
さ
な
い
。

●
バ
ル
ブ
の
開
閉
方
向
を
間
違
え

な
い
。

●
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
の
注
ぎ
口
の
閉
め

忘
れ
が
な
い
か
、
確
認
す
る
。

●
破
損
防
止
の
た
め
、
タ
ン
ク
や

配
管
付
近
の
点
検
や
除
雪
に
努
め

る
。（
配
管
や
タ
ン
ク
を
破
損
し
な

い
よ
う
に
除
雪
し
ま
し
ょ
う
。）

　

万
が
一
、
誤
っ
て
油
を
流
し
て
し

ま
っ
た
場
合
や
、
側
溝
や
河
川
等

で
油
の
流
出
を
発
見
し
た
場
合
は
、

速
や
か
に
岳
北
消
防
本
部
（
☎
62

０
１
１
９
）
ま
た
は
市
民
環
境
課
ま

で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

油
漏
れ

広
告
コ
ー
ナ
ー

　

飯
山
市
で
は
、
平
成
29
年
１
月

10
日
㈫
か
ら
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
店

舗
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
個

人
番
号
カ
ー
ド
）
を
利
用
し
て
証

明
書
が
取
得
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を

始
め
ま
す
。

取
得
で
き
る
証
明
書
な
ど

■
利
用
で
き
る
時
間
帯

　
午
前
６
時
30
分
〜
午
後
11
時

（
12
月
29
日
〜
１
月
３
日
及
び
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
時
を
除
く
）

■
利
用
で
き
る
コ
ン
ビ
ニ

○
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン

○
ロ
ー
ソ
ン

○
サ
ー
ク
ル
Ｋ
サ
ン
ク
ス

○
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト

■
取
得
で
き
る
証
明
書

①
住
民
票
の
写
し

　
　
　
　
　
（
１
通
３
０
０
円
）

②
印
鑑
登
録
証
明
書

　
　
　
　
　
（
１
通
３
０
０
円
）

③
戸
籍
証
明
書
（
謄
抄
本
）

　
　
　
　
　
（
１
通
４
５
０
円
）

④
戸
籍
の
附
票
の
写
し

　
　
　
　
　
（
１
通
３
０
０
円
）

※
①
〜
④
に
つ
い
て
、
飯
山
市
に

　

住
民
登
録
が
あ
る
方
の
み
が
利

　
用
で
き
ま
す
。

※
②
に
つ
い
て
は
印
鑑
登
録
済
。

市
民
環
境
課 

市
民
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
１
５
１・１
５
６

住
民
票
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
を
開
始

平
成
29
年
１
月
10
日
㊋
か
ら

お知
　らせ

　
な
お
、
窓
口
で
交
付
申
請
す
る

　
場
合
は
印
鑑
登
録
証
が
必
要

　
で
す
。

※
③
④
に
つ
い
て
は
飯
山
市
に
住

　

所
登
録
と
本
籍
が
あ
る
方
の
み

　
が
利
用
で
き
ま
す
。

必
要
な
も
の

　
コ
ン
ビ
ニ
店
舗
で
の
証
明
書
取

得
に
は
、
有
効
な
利
用
者
証
明
用

電
子
証
明
書
が
発
行
さ
れ
て
い
る

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
必
要
で

す
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
利
用

者
証
明
用
電
子
証
明
書
を
発
行

さ
れ
な
か
っ
た
方
、
ま
た
は
交
付

後
に
利
用
者
用
電
子
証
明
書
を

失
効
さ
れ
た
方
は
、
市
民
環
境
課

市
民
係
へ
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
お
持
ち
に
な
り
、
利
用
者
用
電

子
証
明
書
の
発
行
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。

利
用
方
法

　

コ
ン
ビ
ニ
店
舗
の
マ
ル
チ
コ

ピ
ー
機
の
指
示
に
従
い
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
用
い
て
カ
ー
ド

交
付
時
に
設
定
し
た
暗
証
番
号

を
入
力
す
る
こ
と
で
、
証
明
書
を

取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
コ
ン
ビ
ニ
で
交
付
す
る
証
明
書

　
は
Ａ
４
サ
イ
ズ
の
コ
ピ
ー
用
紙

　
の
両
面
に
、
偽
造
や
改
ざ
ん
を

　

防
止
す
る
特
殊
な
処
理
を
施

　
し
て
印
刷
さ
れ
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交

付
申
請
に
つ
い
て

　
コ
ン
ビ
ニ
交
付
に
は
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
が
必
要
で
す
。
交
付

申
請
書
は
、
平
成
27
年
10
月
以

降
に
送
付
し
た
通
知
カ
ー
ド
と
一

体
に
な
っ
て
い
ま
す
。
交
付
申
請

書
（
顔
写
真
を
貼
付
）
を
返
信
用

封
筒
に
入
れ
て
送
付
す
る
ほ
か
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
パ
ソ
コ
ン
か
ら

交
付
申
請
を
行
う
こ
と
も
で
き
ま

す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

現
在
、
申
請
か
ら
受
け
取
り

ま
で
の
間
に
３
週
間
程
度
か
か
り

ま
す
。
既
に
申
請
し
て
い
る
方
は

し
ば
ら
く
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

住
民
票
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
を
開
始

※市ではこのコーナーの有料広告を募集しています。詳しくは庶務課
　秘書広報係（☎ 62-3111 内線 337）までお問い合わせください。

11 月は児童虐待防止月間です

さしのべて あなたのその手 いちはやく（H28標語）

　　【お問い合わせ・ご相談・目撃情報など】中央児童相談所　☎026-238-8010　飯山市役所相談室 ☎ 62-3111 内線 171

児童虐待について知ってください
　全国的に児童相談所への児童虐待の相談件数が増
加しており、子どもの命が奪われる重大な事件も後
を絶たない状況です。虐待には、暴力を振るう身体
的虐待のほか、ネグレクト（育児放棄）、心理的虐待、
性的虐待があり、虐待者は実母、実父が多くなって
います。虐待を受けた子どもは自分を大切に思えず、
心に受けた傷に一生苦しむこともあります。

不安や悩みを ひとりで抱えこまないで
　子育てに悩みや不安を感じたら、自分だけで抱え
込まず、保健師や保育士、家庭児童相談員に相談し
ましょう。また、「虐待かな？」と思われる子ども
や家庭を知った人は、中央児童相談所または飯山市
役所相談室へご連絡ください。社会全体で子どもを
見守り、児童虐待のない社会にしていきましょう。

増えています増えています
乳幼児揺さぶられ症候群
　赤ちゃんや
小さな子ども
が激しく揺さ
ぶ ら れ る と、
見た目にはわ
かりにくいですが、頭（脳や
網膜）に損傷を受け、重い障
害が残ったり、命を落とすこ
ともあります。赤ちゃんが泣
きやまないときは、赤ちゃん
を安全な所に寝かせて、その
場を少しでも離れ、まず自分
をリラックスさせましょう。
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地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
１
８
３・１
８
６

―
12
月
16
日
ま
で
に
各
組
長
さ
ん
へ
提
出
を

基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
（
65
歳
以
上
の
方
対
象
） 

　

飯
山
市
の
人
口
の
う
ち
、
65
歳

以
上
の
高
齢
者
が
占
め
る
割
合

は
、
35
・
５
％
を
超
え
、「
超
高

齢
化
社
会
」
を
迎
え
て
い
ま
す
。

い
つ
ま
で
も
健
や
か
に
自
分
ら
し

く
暮
ら
す
た
め
に
、
今
の
生
活
を

振
り
返
り
、
健
康
づ
く
り
や
介

護
予
防
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

市
で
は
、
65
歳
以
上
の
方
に
、
現

在
の
心
身
状
況
や
日
常
生
活
の
様

子
等
を
伺
う
「
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ

ス
ト
」
を
配
布
し
て
、
介
護
予
防

の
必
要
な
方
に
、
介
護
予
防
教
室

へ
の
参
加
を
勧
め
て
お
り
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
11
月
に
各
組

長
さ
ん
を
通
し
て
「
基
本
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
」（
25
項
目
の
質
問
に

「
は
い
」「
い
い
え
」で
答
え
る
用
紙
）

を
配
布
し
ま
す
の
で
、
ご
記
入
い

た
だ
き
、
12
月
16
日
㈮
ま
で
に
各

組
長
さ
ん
へ
提
出
し
て
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

結
果
は
２
月
下
旬
〜
３
月
頃
に

郵
送
に
て
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。

■
対
象
者　

平
成
29
年
3
月
31

日
現
在
で
65
歳
以
上
の
方
（
た
だ

し
、
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
人

は
除
き
ま
す
。）

※市ではこのコーナーの有料広告を募集しています。詳しくは庶務課　秘書広報係（☎ 62-3111 内線 337）までお問い合わせください。

広
告
コ
ー
ナ
ー

小型犬・中型犬中心の

ドッグサロン Fan
完全予約制 定休日 不定休 営業時間 9:00 ～ 18:00

☎090-1869-4580
飯山市ドッグサロンファン | 検 索

■小型犬
　シャンプー 2,500 円～　カット 4,500 円～
■中型犬
　シャンプー 4,500 円～　カット 6,000 円～
※犬種や大きさによってお値段が変わります。
飯山市大字飯山（市ノ口）3282の 8
藤澤石材店工場 2階

※電話にでられなくても折
　り返しお電話いたします

ブログ http://ameblo.jp/mokomoko-fan/http://ameblo.jp/mokomoko-fan/

藤澤石材店
工場 2階

　

平
成
25
年
度
か
ら
、
戸
狩
温

泉
の
民
宿
に
泊
ま
り
、
な
べ
く
ら

高
原
の
雪
原
で
世
界
中
か
ら
集

ま
っ
た
人
々
と
雪
遊
び
を
楽
し
む

キ
ャ
ン
プ
が
来
年
３
月
で
第
４
回

目
を
迎
え
ま
す
。

　
一
般
社
団
法
人
言
語
交
流
研
究

所
（
ヒ
ッ
ポ
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
ラ
ブ
）

主
催
の
こ
の
キ
ャ
ン
プ
は
、
初
年

度
は
約
５
０
０
名
、
そ
し
て
平
成

27
年
度
は
、
飯
山
市
か
ら
の
参
加

者
も
含
め
約
６
５
０
名
の
人
々
が

信
州
い
い
や
ま
観
光
局 

営
業
企
画
課 

☎
62
３
１
３
３

第
４
回
ヒ
ッ
ポ
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
ラ
ブ
雪
の
学
校

参加
　募集

３
泊
４
日
の
キ
ャ
ン
プ
を
楽
し
み

ま
し
た
。

　

今
年
度
も
ぜ
ひ
多
く
の
飯
山

市
民
に
参
加
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
飯
山
市
内
の
小
学
校
、

中
学
校
、
高
等
学
校
に
通
う
、
小

学
校
４
年
生
（
新
５
年
生
）
以
上

の
方
で
し
た
ら
、
ど
な
た
で
も
お

申
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。

　
キ
ャ
ン
プ
中
は
、
日
本
語
や
英

語
、
そ
の
他
の
国
の
言
葉
等
を
使

い
な
が
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

第
４
回
ヒ
ッ
ポ
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
ラ
ブ
雪
の
学
校

第
４
回
ヒ
ッ
ポ
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
ラ
ブ
雪
の
学
校

第
４
回
ヒ
ッ
ポ
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
ラ
ブ
雪
の
学
校

飯
山
で
行
わ
れ
る
国
際
交
流
キ
ャ
ン
プ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

を
と
り
ま
す
。
外
国
語
を
話
す
こ

と
が
参
加
の
条
件
で
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
国
内
の
い
ろ
い
ろ
な
地

域
か
ら
飯
山
市
へ
お
越
し
に
な
る

方
、
世
界
様
々
な
国
の
方
と
の
交

流
に
興
味
が
あ
る
方
で
し
た
ら
、

ど
な
た
で
も
参
加
い
た
だ
け
ま

す
。
詳
細
は
、
12
月
以
降
各
学
校

を
通
し
て
ご
案
内
し
ま
す
が
、
興

味
が
あ
る
方
は
、
信
州
い
い
や
ま

観
光
局
・
営
業
企
画
課
ま
で
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■日程
　平成 29年3月26日㊐～29日㊌（3泊 4日）
■全体参加者　　　約 650 名
■飯山市参加者枠　　　25名
■募集条件
　○飯山市内の学校（小学校・中学校・高等学校）へ
　　通っていること（新小学 5年生以上）
　○ 1名での参加が可能であること
　○集合場所（トピアホール）への送迎があること
　○国際交流に興味をもっていること
■参加費用
　飯山市特別料金　1人 25,000 円
　※スキーウェア、スノーブーツ等持参願います

申込・問い合わせ先
　信州いいやま観光局営業企画課
　☎ 62-3133　（平日 8:30 ～ 17:15）

　私が雪の学校に行って一番感じたのは、
とにかくみんな明るくて優しい人達だったと
いうことです。雪の学校を楽しむのにはみん
なと仲良くなる必要があります。私は人付き
合いが苦手なのでみんなと仲良くなれるか
不安でしたが、実際に雪の学校に行ってみ
ればそんな心配する必要はありませんでし
た。みんなとても気さくに私に声をかけてく
れました。自然と自分からも頑張って声をか
けみようという気持ちになり、沢山の人に声
をかけて友達をつくることができました。私
がここまで積極的になれたのは大きな進歩
だと思います。今回自分が案外積極性があ
ることに気づけたのでこれからもっといろい
ろなことに挑戦して積極性を磨き将来に役
立てたいです。雪の学校は私にそう思わせ
てくれた大切な経験となりました。

　雪の学校に参加してみて感じたことがいく
つかあります。一つはやはり楽しかった事で
す。特に雪原で遊んだことが私にとって一
番楽しい出来事でした。今では雪で遊ぶこ
とはめったにありませんが、数年ぶりの雪遊
びを思い切り楽しみました。
　もう一つは、皆さんが本当に優しかったと
いうことです。最初はとても不安でしたが、
本当に親切にしてくれ、ジェスチャーを付け
て自分が知る限りの英語を使って会話をしま
した。皆さん初対面なのに、最終日には本
当の家族になった気分でした。
　異文化コミュニケーションなんてめった
にできることじゃないので良い経験になった
し、最高の思い出になりました。また参加し
て異文化の更なる理解や偏見を失くせたら、
と思います。

　「心を開いて自分から」
　こんな言葉から僕たちのキャンプが始まり
ました。今回のキャンプは僕にとってとても
大切な思い出となりました。1日目、初めて
顔をあわせた「C-1」グループのみんな。な
かなか自分から話しかけることができません
でした。でも、2日目、3日目と日を追うごと
におしゃべりが増え「心を開いて自分から」
が自然となっていました。
　朝、起きると「おはよう」「Hola!」「Good 
morning!」さまざまな言語が飛び交い新鮮
な気持ちになりました。みんなと過ごす時間
が楽しくて日記が何ページでも書けてしまい
そうでした。
　今回のキャンプは本当に大切で、良い経
験となりました。また来年、またいつか「C-1」
のみんなと会えることを楽しみにしています。

西山杏果さん（城南中学校） 藤澤菜穂さん（城南中学校） 丸山直登さん（城北中学校）
参加者の声 昨年参加された皆さんの感想をご紹介します

「
み
ん
な
で
築
こ
う 

人
権
の
世
紀
」

―
―
― 

考
え
よ
う
相
手
の
気
持
ち  

育
て
よ
う
思
い
や
り
の
心

人
権
・
悩
み
事
相
談
所
開
設

　

12
月
４
日
㈰
か
ら
10
日
㈯
は
、

第
68
回
人
権
週
間
で
す
。
人
権

週
間
中
は
人
権
・
悩
み
事
相
談
所

を
開
設
し
ま
す
。

　
「
い
じ
め
、
虐
待
」
な
ど
、
子

ど
も
に
関
す
る
問
題
、
家
庭
内
の

問
題
、
近
所
の
も
め
事
、
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
に
関
す
る
問
題
な
ど
、
毎

日
の
暮
ら
し
の
中
で
起
こ
る
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
に
つ
い
て
お
悩
み
の

方
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
に
お
い

で
く
だ
さ
い
。
人
権
擁
護
委
員
が

相
談
に
応
じ
ま
す
。

（
相
談
無
料
、
秘
密
厳
守
）

人
権
に
つ
い
て
の
悩
み
事
は

人
権
擁
護
委
員
に
ご
相
談
を

　

飯
山
市
で
は
６
名
の
方
に
人
権

擁
護
委
員
を
お
願
い
し
て
お
り
ま

す
。
人
権
に
つ
い
て
お
困
り
の
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に

近
く
の
人
権
擁
護
委
員
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

■
飯
山
市
人
権
擁
護
委
員
（
敬
称
略
）

　

関　

保
典
（
常
盤
）

　

江
尻
ふ
さ
子
（
岡
山
）

　

髙
橋
秀
樹
（
秋
津
）

　

宮 

本 

晴 

男
（
外
様
）

木
幡
喜
美
子
（
柳
原
）

佐 

藤 

克 

之
（
飯
山
）

■
法
務
局
で
は
常
時
、
面
接
・

電
話
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

（
㈪
〜
㈮
８
時
30
分
〜
17
時
15
分
）

・
み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

　

☎
０
５
７
０-

０
０
３-

１
１
０

・
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

　

☎
０
１
２
０-

０
０
７-

１
１
０

・
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

☎
０
５
７
０-

０
７
０-

８
１
０

人権・悩みごと相談所開設日
期　日 時　間 会　場

12月 1日（木） 9:00 ～ 12:00 栄村役場
12月 4日（日） 9:00 ～ 12:00 山ノ内町地域福祉センター
12月 5日（月） 9:00 ～ 12:00 野沢温泉村役場
12月 5日（月） 9:00 ～ 15:00 中野人権センター
12月 6日（火） 9:00 ～ 15:00 長野地方法務局飯山支局
12月 7日（水） 9:00 ～ 12:00 木島平村 福寿苑

どこの会場においでいただいても結構です

長
野
地
方
法
務
局 

飯
山
支
局　
☎
62
２
３
０
２

人
権
政
策
課 

人
権
同
和
係　
☎
62
３
１
１
１ 

内
線
３
３
２

農耕トラクターや小型特殊自動車をお持ちの方は注意

ナンバーの装着が必要です‼
税務課 市民税係 ☎ 62-3111 内線 161・162

　原付バイク、農耕作業車（乗用型のトラクター、
コンバイン、田植機等）や小型特殊自動車（ショ
ベルローダ、フォークリフト等）は、車両を所有
していることに対して軽自動車税が課税されま
すので、公道を走るか走らないかは課税の要件と
は関係ありません。公道を走らない場合でもナ
ンバープレートの装着が義務付けられていますの
で、ナンバーを装着していない車両をお持ちの方
は、至急市役所税務課で登録手続きをしてくださ
い。
　なお、登録手続きをする際には車台番号と車名、
印鑑、販売証明書等が必要になりますので、ご不
明な点は税務課までお問い合わせください。
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　2017 シーズンの木島平スキー場は、12 月 23 日㊎㊗のオープンを予定しています。
今シーズンも小学 6年生までリフト無料を継続。その他にも入園無料のこどもひろばや、全長
800m日本最大級のそりコースも設置し、お子様連れのファミリーにおススメです。
＜オープニングサービスウィーク・12月 23日～ 28日＞
リフト 1日券以上購入者にリフト券の 1,000 円割引券をプレゼント
＜平日プレゼント・1月 4日～ 3月 17日＞
リフト 1日券以上の定期購入者にリフト券の 1,000 円割引券（平日利用限定）をプレゼント
問合せ　木島平スキー場　☎ 0269-82-3434　http://kijimadaira.info/

野沢温泉スキー場　オープニングフェスティバル
12 月 17 日㊏　長坂ゴンドラリフトやまびこ駅前

14

通
信

月
刊

通
信
通
信

い
い
や
ま

11 月 26日㊏から降雪があり次第、オープン！
今シーズンもイベントいっぱい

■日程　11月 13日㊐
■場所
　さかえ倶楽部スキー場
■時間
　WORKSHOP
　　11:00 ～ 15:00
　信州プロレス
　　13:30 開場
　　14:00 開始

　11月 13 日㊐さかえ倶楽部スキー場において下記の
記念共催事業が行われます。
　まずはWORKSHOP において素敵でCute な作品を
感じ癒されていただき、その後信州プロレスによる熱
い戦いを一緒に肌で感じませんか。
　大勢の皆さんのご参加をお待ちしております。

あったかい、ワクワクする冬。 栄村村制 60周年記念共催事業
SAKAEMANIA & WORKSHOP 開催‼

和倉温泉で宿泊の方に、
ぽかぽかお楽しみ券をプレゼント！

石 川 県
七 尾 市
　和倉温泉旅館協同組合加盟旅館にご宿泊の方を対象に、
抽選券と温泉たまご作りセット引換券がついた「ぽかぽか
お楽しみ券」をもれなくプレゼント。街中の散策ついでに
お土産をゲットしよう！

■開催日時　12月 1日から　平成 29年 3月 31日まで
■問い合せ　和倉温泉旅館協同組合☎ 0767-62-1555

首都圏在住の飯山市出身者など約 140名が参加
第 15回ふるさと飯山会総会が開催されました 10 月 5日　東京都内

　首都圏在住の飯山市出身者などで構成される「ふるさと飯山会」（丸山千春会長、
会員約 300 名）の第 15回総会が東京都内で開催、約 140 名が参加しました。2年に
1度開催されるこの総会では、交流会も併せて開催。飯山の農産物を使った郷土食を
味わいながら、会員同士が昔話に花を咲かせていました。
　ふるさと飯山会は昭和 62 年に結成。総会と交流会を隔年で開催し、会員同士の親
睦を深めているほか、飯山市のイベント等への協賛など、様々な方面で会、会員個人
にご支援をいただいています。ふるさと飯山会では随時会員を募集しています。首都
圏にお住まいのご家族やお知り合いなどいらっしゃいましたらぜひご紹介ください。

　長野市を起点として、中野市・飯山市を経由し新潟県
小千谷市に至る国道 117 号で、「替佐～静間バイパス」
が全線開通、10月 21 日に開通式が行われました。
　開通式には足立市長をはじめとする近隣市町村長や地
権者、施工業者など関係者 210 名が参加。平成元年度か
ら事業に着手し、地域の皆さんの悲願であった全線開通
を祝いました。耐雪帯・歩道を備え、積雪に強い道路が
開通したことで、豊田・飯山 ICや北陸新幹線飯山駅への
更なるアクセス向上が期待されます。

10 月 21日　稲沢大橋付近

飯山駅へのアクセス向上に期待
国道 117 号替佐～静間バイパスが開通

10 月 29日　飯山復活教会
　市街地の回遊性と賑わい創出の取り組みの一環として、
いいやま広小路会議がハロウィンガーデンパーティを開
催、子どもから大人まで多くの方が参加しました。
　このイベントでは「飯山復活教会の文化的価値」と題し、
信州大学工学部 土本教授による講演会も実施。カナダ人
司祭によって外来の宗教文化が長野県に伝えられてきた
歴史の中で、この飯山復活教会は
保存状態も良く、今後保存してい
くためにもさらに調査を進めてい
くことが重要だとする考えを述べ
られました。
　また、外ではハロウィンの仮装
パレードが行われ、パレードには
約 70 人が参加し、途中では商店
でお菓子をもらって笑顔の子ども
たちでにぎわいました。

商店街ににぎやかな声が響きました
いいやま広小路会議 ハロウィンガーデンパーティ

問い合わせ
野沢温泉スキー場
　☎ 0269-85-3166　　http://www.nozawaski.com/

  　家族の思い出を積もらせよう　週末は木島平スキー場へ！ 12月 23日 OP予定

いきいき講演会
　飯山市地域包括支援センター
　☎ 62-3111 内線 183脳

　65歳以上高齢者の約４人に 1 人が認知症、またはその
予備群と言われる中、認知症になっても安心して住み慣
れた地域で暮らし続けることができるよう、広く市民の
皆さんに認知症に対する正しい知識や認知症の人とのつ
きあい方を理解するための講演会を開催します。参加は
無料です。ぜひご参加ください。（参加申込は不要です）

■日　時　12月７日㊌　13:30～15:00（13:00～受付）
■会　場　飯山市文化交流館なちゅら
■講　演　認知症の人と介護者家族の人権を地域で考える
　講　師　ＮＰＯ法人やじろべー 理事長 中澤純一 氏
■問合せ　地域包括支援センターまでお問い合わせください

○
自
分
の
土
地
で
も
不
法
投
棄

　

不
法
投
棄
は
、
法
律
（
※
）
に

よ
り
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
不
法

投
棄
は
、
道
路
沿
い
の
ポ
イ
捨
て
、

山
林
や
空
き
地
等
、
人
目
に
つ
か

な
い
場
所
へ
の
粗
大
ご
み
や
家
庭

ご
み
の
投
棄
な
ど
様
々
で
す
。

不
法
投
棄
は
景
観
の
悪
化
、
有
害

物
質
に
よ
る
悪
臭
、
土
壌
汚
染
、

水
質
汚
濁
等
の
重
大
な
被
害
を
生

じ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
絶

対
に
行
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
自
己
所
有
地
で
あ
っ
て
も
、

廃
棄
物
を
み
だ
り
に
放
置
す
る
な

ど
の
不
適
正
な
保
管
方
法
を
す
る

と
不
法
投
棄
と
み
な
さ
れ
る
場
合

が
あ
る
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

※
廃
棄
物
の
処
理
お
よ
び
清
掃
に

関
す
る
法
律
第
16
条

○
不
法
投
棄
は
重
大
な
犯
罪
で
す

　

不
法
投
棄
を
す
る
と
、
廃
棄
物

の
処
理
お
よ
び
清
掃
に
関
す
る
法

律
第
25
条
の
規
定
に
よ
り
５
年
以

下
の
懲
役
若
し
く
は
１
０
０
０
万

円
（
法
人
は
３
億
円
）
以
下
の
罰

金
ま
た
は
そ
の
両
方
が
科
さ
れ
ま

す
。
不
法
投
棄
に
対
し
て
は
市
・

県
で
調
査
を
し
た
り
、
行
為
者
に

指
導
を
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

ま
た
悪
質
な
事
案
は
、
警
察
に
よ

る
捜
査
が
行
わ
れ
行
為
者
が
検
挙

さ
れ
る
事
例
も
あ
り
ま
す
。

　

ご
み
は
捨
て
た
り
せ
ず
に
、
決

め
ら
れ
た
場
所
・
方
法
で
排
出

す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た

一
時
的
に
大
量
に
出
た
ご
み
な
ど

は
、
エ
コ
パ
ー
ク
寒
川
に
直
接
持

ち
込
む
な
ど
し
て
、
適
正
に
処
分

す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
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不
法
投
棄
は

　

法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

今
年
は
例
年
に
比
べ
増
加
中

　
市
内
で
は
毎
年
、
不
法
投
棄
に
つ
い
て
多
く
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
行
為
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
ご
み
等
を
捨
て
た

り
す
る
こ
と
は
絶
対
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。


